
表
彰
式

（1）

　

日
頃
同
窓
会
活
動
へ
お
力
添
え
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。総
会
・
懇
親
会
担
当
学
年
の
方
々
ご
苦
労
様
で
す
。

　

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
は
た
く
さ
ん
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
組

織
と
し
て
は
か
な
り
大
き
な
規
模
だ
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
各

地
の
支
部
を
回
っ
て
み
て
、
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
組

織
だ
と
思
い
ま
し
た
。
各
支
部
は
支
部
長
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
支

部
長
は
同
窓
会
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
か
ら
支
部
長
会
を
充
実

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
様
な
組
織
活
動
は
全
体
が
ま
と
ま
っ
て
力
を

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
東
南
置
賜
地
区
の
県
立
高
校
再
編
整
備
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
少

子
化
と
い
う
現
実
を
受
け
留
め
て
よ
り
良
い
結
果
を
目
指
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

月
刊
文
芸
春
秋
誌
の
令
和
元
年
六
月
号
の
『
教
育
の
本
質
は
「
藩
校
」
の
あ
り
』
に
、
興

譲
館
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
的
な
観
点
か
ら
見
て
も
興
譲
館
は
藩
校
の
代

表
的
な
学
校
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
証
左
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り
合
っ
て

興
譲
館
同
窓
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

支
部
は
同
窓
会
の
大
き
な
支
え

　
　
　
　
　

～
支
部
長
会
の
充
実
を
～

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長　

小
嶋
彌
左
衛
門

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　

平
成
三
十
年
九
月
十
五
日
（
土
）
十
六
時
～
十
七
時
一
〇
分 

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ 

二
階
で
平
成
三
十
年
度

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り
同
窓
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

小
嶋
彌
左
衛
門
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。　

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
　々

 
○
前
同
窓
会
会
長　

大
友
恒
則
（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

○
前
同
窓
会
副
会
長
・
前
米
沢
支
部
長 

早
川
正
信
（
昭
和
三
十
三
年
卒
）

○
前
同
窓
会
常
務
理
事　

遠
藤
岩
根
（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

○
前
同
窓
会
監
事　

野
口
義
人
（
昭
和
四
十
五
年
卒
）

○
前
東
京
支
部
長　

宮
坂
孝
夫
（
昭
和
四
十
一
年
卒
）

○
前
関
西
支
部
長　

吉
田　

真
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

○
前
県
庁
・
教
育
委
員
会
支
部
長　

若
月
雅
博
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

○
前
山
形
支
部
長　

堤　

孝
雄
（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

○
前
長
井
・
西
置
賜
支
部
長　

松
下
鈆
三
郎
（
昭
和
三
十
一
年
卒
）

感謝状贈呈式
代表して挨拶を述べる
前同窓会長 大友恒則君
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同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
母
校

の
教
育
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
四
月
に
横
戸

隆
校
長
の
後
任
と
し
て
小
国
高
校
よ
り

着
任
し
ま
し
た 

柿
㟢 

悦
子
で
す
。
本

校
に
は
平
成
十
六
年
よ
り
勤
め
、
教
頭

と
し
て
も
同
窓
会
の
皆
様
に
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
三
度
目
の
赴

任
と
な
り
、
生
徒
と
共
に
過
ご
し
た
年

月
を
振
り
返
り
懐
か
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
も
、
校
長
と
し
て
、
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
米
沢
興
譲
館
高
校
に
奉

職
す
る
こ
と
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
二
〇
六
名
の
新
入
生
を
迎

え
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
興

譲
の
精
神
」
の
下
、
日
々
の
授
業
を
第

一
に
、
部
活
動
や
自
治
会
活
動
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
が
三
期
目
と
な
り
、

「
い
の
ち
を
尊
び
、
新
た
な
価
値
創
造

の
志
を
持
ち
挑
戦
す
る
生
徒
」
と
し
て
、

若
者
ら
し
く
「
未
来
を
語
り
」、
自
身

ご
あ
い
さ
つ

Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｉ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ

　

～
平
成
か
ら
令
和
へ
、
い
ま
を
見
つ
め
て
～

校　

長　

柿
　
㟢
　
悦
　
子

　

佐
　
藤
　
知
　
由

（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
長

の
持
つ
様
々
な
能
力
を
磨
き
上
げ
て
、

他
と
協
働
す
る
人
間
性
豊
か
で
「
未
来

を
拓
く
」
力
を
具
備
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
よ
う
教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
校
を
含
む
県
内
三
校
に
設
置
さ
れ

た
「
探
究
科
」
も
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

普
通
科
、
理
数
科
、
国
際
科
の
三
学
科

を
備
え
る
学
校
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
学

科
の
目
標
に
沿
っ
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
や

学
校
設
定
科
目
、
普
通
科
目
等
を
有
機

的
に
結
び
付
け
て
、
全
生
徒
が
高
い
志

を
持
ち
、
そ
の
進
路
希
望
を
実
現
で
き

る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
進
行
し
て
い

る
教
育
改
革
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
る
た
め
に
、
教
員
も
学
習
指
導

方
法
や
評
価
等
に
つ
い
て
の
研
鑽
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
連
綿
と
続
く
興
譲
館
の

不
易
を
確
認
し
つ
つ
、
進
取
の
気
概
を

持
っ
て
生
徒
育
成
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
興
譲
館
同
窓
会
の
益
々
の

ご
隆
盛
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
、
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

実
行
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
昭

和
五
十
九
年
卒
の
佐
藤
知
由
と
申
し
ま

す
。
同
窓
会
諸
先
輩
方
、
後
輩
諸
君
が
一

堂
に
会
す
る
本
会
が
素
晴
ら
し
い
ひ
と

と
き
と
な
る
よ
う
、
実
行
委
員
一
同
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｅ 

Ｉ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ 

～
平
成
か
ら
令
和
へ
、

い
ま
を
見
つ
め
て
～
』
で
す
。
我
が
興
譲

館
は
、
一
七
七
六
年
に
細
井
平
洲
先
生
か

ら
「
興
譲
館
」
と
命
名
さ
れ
、
以
来
十
九

も
の
元
号
を
経
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
、
私
達
個
々
の
時

間
は
常
に
前
へ
前
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
へ
、
何
も
変
わ
ら
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
何
か
が
き
っ

と
変
わ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
を
見
つ
め
る
こ
と
で
未
来

が
見
え
て
き
ま
す
。「
自
他
の
生
命
を
尊

重
す
る
精
神
」「
己
を
磨
き
、
誠
を
尽
く
す

精
神
」「
世
の
た
め
に
尽
く
す
精
神
」
こ
の

三
つ
の
興
譲
の
精
神
は
時
代
が
変
わ
っ

て
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
興

譲
館
と
い
う
同
じ
学
舎
で
過
ご
し
た
同

窓
生
の
皆
様
と
ひ
と
つ
の
時
間
を
共
有

出
来
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
幸
せ
に
感

じ
ま
す
。

　

今
年
の
実
行
委
員
は
、
我
々
昭
和

五
十
九
年
卒
を
筆
頭
に
、
昭
和
六
十
三
年

卒
、
平
成
五
年
卒
、
平
成
十
一
年
卒
、
平

成
十
六
年
卒
、
平
成
二
十
一
年
卒
の
五

学
年
が
担
当
い
た
し
ま
す
。
若
い
二
十

代
、
三
十
代
の
委
員
の
諸
君
に
は
興
譲
館

同
窓
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
内
か
ら
身
を

も
っ
て
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
四
十
代
、
五
十
代
の
委
員

は
緊
張
感
の
中
に
誇
ら
し
さ
を
持
っ
て

担
当
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
来
る
九
月
十
四
日
は
、
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

今
を
、
未
来
を
大
い
に
語
り
合
っ
て
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
我
々
実
行
委
員
一

同
、
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
で
皆
様
を
お

迎
え
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
い
た
し
ま

す
。
当
日
、
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

昨年興譲館OBマラソン
初参加しました。

－船坂峠－
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教
育
活
動
紹
介

原
田
　
知
明

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

「
運
命
を
分
け
た
『
一
本
』
を
糧か
て

に
」

　

作
家
村
上
春
樹
氏
が
父
と
の
関
わ
り

を
記
し
た
こ
と
で
話
題
と
な
っ
た
『
文

藝
春
秋
』
令
和
元
年
六
月
号
に
「
教
育

の
本
質
は
『
藩
校
』
に
あ
り
」
と
い
う

特
集
記
事
が
組
ま
れ
、
本
校
が
二
ペ
ー

ジ
に
渡
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
興
譲
館
が
天
下
に
人
材
を
輩
出
し
、

生
徒
が
誇
り
を
持
ち
続
け
る
学
校
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
弓
道
部
の
活

躍
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

  

令
和
元
年
六
月
七
日
、
県
高
校
総
体

が
地
元
米
沢
で
開
催
さ
れ
三
年
田
中
愛

音
（
あ
の
ん
）
は
、
二
年
連
続
で
決
勝

に
臨
ん
だ
。
決
勝
は
、
外
し
た
選
手
が

順
次
除
か
れ
て
い
く
過
酷
な
射
詰
め
競

射
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
は
、
山
形

東
高
の
鈴
木
ひ
か
り
選
手
と
の
一
騎
打

ち
と
な
り
、
予
選
か
ら
十
五
連
中
し
た

田
中
選
手
が
み
ご
と
二
年
連
続
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

翌
日
の
団
体
戦
も
順
調
に
上
位
五

チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
に
進
む
。

と
こ
ろ
が
、
決
勝
リ
ー
グ
第
二
戦
で
新

人
戦
決
勝
の
相
手
で
も
あ
っ
た
天
童
高

校
に
十
二
対
十
一
で
苦
杯
を
嘗
め
て
し

ま
う
。
上
位
チ
ー
ム
が
一
敗
で
並
ぶ
混

戦
。
そ
れ
で
も
、
最
後
の
山
形
中
央
戦

を
通
常
の
力
で
勝
て
ば
、
興
譲
館
の
団

体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
ま
る
。
多

く
の
人
が
興
譲
館
の
優
勝
を
確
信
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
辛
く
も
九
対
八
で
勝
利
し

て
三
勝
一
敗
で
並
ん
だ
時
、
総
的
中
数

の
一
本
差
で
、
つ
か
み
か
け
た
団
体
で

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
夢
と
消
え
て
い
た
。

選
手
は
控
え
に
下
が
る
と
崩
れ
落
ち
、

呼
吸
で
き
な
い
ほ
ど
の
嗚
咽
。
掛
け
る

言
葉
も
失
う
。
県
内
無
敗
だ
っ
た
チ
ー

ム
も
、
全
員
が
い
つ
も
好
調
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
常
に
不
調
を
カ
バ
ー
す

る
よ
う
な
勝
ち
運
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
県
新
人
大
会
優
勝
。
県
選
抜
大
会

優
勝
。
東
北
選
抜
大
会
優
勝
。
東
日
本

高
校
弓
道
大
会
準
優
勝
。
全
国
選
抜
大

会
予
選
二
位
通
過
。
短
い
練
習
時
間
で

本
当
に
よ
く
や
っ
た
。
戦
績
は
十
分
誇

る
に
足
る
。
し
か
し
、
全
国
上
位
を
心

に
期
し
な
が
ら
、
最
後
の
最
後
に
県
の

段
階
で
運
命
の
一
本
差
に
泣
い
た
。
わ

ず
か
一
本
、
さ
れ
ど
一
本
。
過
酷
な
現

実
だ
。
田
中
選
手
は
団
体
を
代
表
し
て

宮
崎
で
戦
う
は
ず
だ
。

  

今
年
、
本
校
で
は
五
十
五
分
授
業
を

ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で
実
施
し
て
い
る
。
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
磨
く
た
め
で
も
あ

る
。
生
徒
は
、
始
業
ま
で
に
ち
ゃ
ん
と

着
席
し
て
い
る
。
大
し
た
も
の
だ
。
現

在
の
弓
道
部
も
、
下
級
生
の
指
導
か
ら

練
習
計
画
の
立
案
ま
で
、
生
徒
が
主
体

と
な
り
、
顧
問
が
承
認
す
る
と
い
う
原

則
で
行
っ
て
い
る
。
今
年
か
ら
週
末
の

部
活
動
は
一
日
休
み
、
平
日
も
一
日
の

休
み
を
取
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か

も
水
曜
は
七
時
限
で
、
十
六
時
四
十
五

分
ま
で
の
授
業
だ
か
ら
、
部
活
動
時
間

は
益
々
短
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
生
徒
の
自
覚
が
重
要
に
な
る
の
だ
。

  

思
え
ば
、
最
後
の
試
合
も
、
生
徒
の

総
務
課
長

弓
道
部
顧
問

自
主
性
に
委
ね
、
自
分
は
指
導
者
と
し

て
の
責
務
を
全
う
せ
ず
に
逃
げ
た
の
で

は
な
い
か
と
今
で
も
自
問
す
る
。
し
か

し
今
は
、
生
徒
も
私
も
未
来
に
向
け
て

忘
れ
得
ぬ
一
本
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
と

思
う
。
勝
利
よ
り
も
負
け
に
学
ぶ
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
か
ら
も
人
生
の
各
所
に

大
切
な
一
本
の
時
が
訪
れ
る
だ
ろ
う
。

今
日
の
一
本
の
悔
し
さ
を
そ
の
時
に
生

か
し
て
ほ
し
い
。
弱
気
に
駆
ら
れ
そ
う

な
時
、
今
が
大
事
と
思
う
時
、
こ
の
一

本
を
想
い
出
し
て
ほ
し
い
。
受
験
で
も
、

人
生
の
重
要
な
場
面
で
も
、
正
否
を
分

け
る
「
こ
の
一
本
」
が
あ
る
。
運
命
を

分
け
る
「
一
本
」
を
糧
に
、
気
力
を
奮

い
起
こ
し
て
、
局
面
を
切
り
開
い
て
ほ

し
い
。

県新人個人優勝　横山　優理
2年連続　インターハイ出場

田中　愛音

県新人優勝（男女個人・女子団体）東北高校弓道選抜大会優勝

東日本弓道大会（高崎アリーナ）準優勝
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平
成
30
年
度

弓
道
：

　

第
37
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
山
形
県
大
会

　

女
子
団
体
1
位

陸
上
：
男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

東
北
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会　

出
場

水
泳
：
女
子
4
×
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

　

東
北
高
校
新
人
水
泳
大
会　

出
場

令
和
元
年
度

◇
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
：

　

男
子
団
体
《
第
２
位
》
東
北
大
会
出
場
・
第
３
位

　

女
子
団
体
《
第
２
位
》
東
北
大
会
出
場　
　
　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
：
女
子
団
体
《
第
２
位
》

弓
道
：
女
子
団
体
《
第
３
位
》

☆
個
人 

弓
道
：《
第
1
位
》
田
中
愛
音

　
　
　

（
東
北
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
：《
第
１
位
》
フ
ル
ー
レ　

大
西
ひ
か
る

エ
ペ　
　
　

大
西
ひ
か
る

（
東
北
大
会
出
場
、
フ
ル
ー
レ
第
５
位
、
エ
ペ
第
３
位
）

水
泳
：《
第
１
位
》
女
子
高
飛
込　
　

戸
田
萌
々
香

３
ｍ
飛
板
飛
込　

戸
田
萌
々
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
東
北
大
会
出
場
）

陸
上
：《
第
２
位
》
男
子
２
０
０
ｍ　

佐
竹
智
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
北
大
会
出
場
）

《
決
勝
進
出
》
男
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ　

布
施
英
太

　

４
×
１
０
０
ｍ

　

山
本
大
輝
・
佐
竹
智
弘
・
長　

洸
太
・
近
野
陽
大

　

女
子
１
５
０
０
ｍ　

黒
田　

愛
奈

《
準
決
勝
進
出
》

　

男
子
１
０
０
ｍ　

佐
竹
智
弘

　
　
　

４
０
０
ｍ　

長　

洸
太

　

女
子
２
０
０
ｍ　

井
上
美
羽
奈

　
　
　

４
０
０
ｍ　

井
上
美
羽
奈

　
　
　

８
０
０
ｍ　

齋
藤
帆
野
花
・
小
笠
原
唯

◇
東
北
大
会
出
場

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
／
エ
ペ　

我
妻
彩
菜

卓
球
：
ダ
ブ
ル
ス　

土
屋
慶
智
・
黒
金
創
一
郎

水
泳
：
女
子

　

８
０
０
ｍ
自
由
形
・
４
０
０
ｍ
自
由
形　

尾
形
綺
音

　

三
月
七
日
、
理
数
科
三
十
四
名
で
国
立
台
湾

師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
の
生
徒
と
交
流
し
ま

し
た
。
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
授
業
体
験
で

す
。
想
像
以
上
の
迫
力
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
質
問
の
た
め
に
「
先
生
。」
と
声
と
手
を

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
質
問
の
賜
物
な
の
か
理
解
も
行
動
も
早
く
、

驚
き
に
溢
れ
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
に

は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
高
校
生
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
週
末
の
テ

ス
ト
勉
強
も
抜
か
り
な
し
で
す
。

　

附
中
生
も
私
た
ち
も
同
じ
高
校
生
で
す
。
彼

ら
の
よ
う
に
、

学
問
へ
の
自

分
自
身
か
ら

湧
き
上
が
る

興
味
や
好
奇

心
を
大
切
に

し
た
い
と
考

え
さ
せ
ら
れ

る
刺
激
の
あ

る
交
流
で
し

た
。

　

五
月
二
十
二
日
に
校
内
で
探
究
活
動
成
果
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
三
年
生
に
と
っ

て
は
一
年
間
行
っ
て
き
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
集
大

成
と
な
っ
た
大
会
で
し
た
。
今
回
最
優
秀
賞
を

い
た
だ
き
、
全
国
大
会
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
班
は
濃
厚
溶
液
が
希
薄
溶
液
に
比
べ

沸
点
が
高
く
な
る
原
因
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
実
験
よ
り
も
そ
の
後
の
考
察
の
方
が

難
し
か
っ
た
で
す
が
、
班
員
全
員
で
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
考
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
形
大
学
の
神
戸
士
郎
教
授
に
は
多
く
の
助
言

を
い
た
だ
き
、
更
に
Ｎ
Ｍ
Ｒ
と
い
う
貴
重
な
実

験
装
置
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
発
表
で
は

私
達
の
研
究
が
多

く
の
方
に
支
え
ら

れ
て
い
る
事
を
忘

れ
ず
に
、
レ
ベ
ル

の
高
い
発
表
が
出

来
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
き
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

文
武
両
道
の
大
活
躍

〈
台
湾
高
校
と
の
交
流
〉

〈
探
究
活
動
〉

◎
体
育
部
の
躍
進

◎
文
化
活
動
の
躍
進

同窓生のみなさまのご支援をよろしくお願いします！

【
Ｃ
Ｓ
Ｓ
】

第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

佐
賀
大
会

自
然
科
学
部
門

「
流
れ
場
に
お
け
る
細
長
い
ゲ
ル
の
運
動
」

　
　

香
田　
　

駿
（
３
年
１
組
）

【
新
聞
・
文
芸
】

第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

佐
賀
大
会

文
芸
・
散
文
部
門

「
傘
物
語
」

　
　

井
上　

桜
希
（
３
年
２
組
）

　
　

女
子
4
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー

　

東
北
高
校
新
人
水
泳
大
会　

出
場

ホ
ッ
ケ
ー
：

　

男
子
東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
抜
大
会　

出
場

　

女
子
東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
抜
大
会　

第
４
位

弓
道
：
女
子
団
体

　

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会　

出
場

　

東
北
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会　

優
勝

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
：

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
大
会

　
　

男
子
個
人
出
場

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
大
会

　
　

女
子
個
人
出
場

　

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
・
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
原
陸
希

　

２
０
０
ｍ
自
由
形
・
１
０
０
ｍ
自
由
形　

佐
藤
久
莉

　

背
泳
ぎ
２
０
０
ｍ　

菅
原
美
育

　

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

田
村
若
菜

　

４
０
０
メ
ド
レ
ー
、４
０
０
リ
レ
ー
、８
０
０
リ
レ
ー

弓
道
：
田
中
愛
音　

個
人
準
優
勝

陸
上
：
男
子

　

４
×
４
０
０
ｍ

　
　

長　

洸
太
・
近
野
陽
大
・
佐
竹
智
弘
・
山
本
大
輝

探
究
活
動
成
果
発
表
会

三
年
一
組

佐　

藤　
　
　

旭

（
米
沢
七
中
出
身
）

圧
倒
的
『
質
問
』
力

三
年
一
組

鈴　

木　

沙
耶
加

（
米
沢
三
中
出
身
）
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創
立
一
三
三
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演

一
、
日　

時　

令
和
元
年
九
月
十
九
日（
木
曜
日
）

一
、
会　

場　

興
譲
館
高
校　

記
念
講
堂

一
、
日　

程

　

①
式
典　

午
前
九
時
二
十
五
分
～
午
前
十
時

　

②
保
護
者
・
同
窓
生
入
場

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
前
十
時
十
五
分

　

③
記
念
講
演

　

午
前
十
時
二
十
分
～
午
前
十
一
時
五
十
分

　
一
三
三
年
記
念
講
演

　
　 

演
　
題
　「
世
界
の
言
語
」

　
　 

講
　
師
　
秋
田
大
学
国
際
資
源
学
部
教
授

三
　
宅
　
良
　
美 

氏

（
昭
和
五
十
二
年
本
校
卒
）

【
講
師
略
歴
】

東
京
外
語
大
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
科
卒
業

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
類
学
修
士
課
程
修
了

米
ミ
シ
ガ
ン
大
学
留
学
後
、
社
会
言
語
学
専
攻

令
和
元
年
度

　
総
会
・
懇
親
会
ご
案
内

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｉ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ

　

～
平
成
か
ら
令
和
へ
、
い
ま
を
見
つ
め
て
～
」

一
、
日　

時　

令
和
元
年
九
月
十
四
日（
土
曜
日
）

一
、
会　

場　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ（
市
内
金
池
二
丁
目
）

一
、
日　

程　

①
総　

会　

午
後
四
時
～

　
　
　
　
　
　

②
懇
親
会　

午
後
六
時
～

　
　
米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長 小

嶋
彌
左
衛
門

　
　
令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長

佐
　
藤
　
知
　
由

葉
っ
ぱ
の
会 

会
長 

佐
藤　

詠
一

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

　

母
校
卒
業
か
ら
三
十
年

以
上
が
経
過
し
、
私
た
ち

は
満
五
十
歳
と
な
る
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記

念
の
年
度
に
、
同
窓
会
大

懇
親
会
の
当
番
幹
事
を
務

め
る
こ
と
は
、
同
窓
会
と
の
大
切
な
ご
縁
で
あ
り
、

多
く
の
先
輩
方
へ
の
ご
恩
返
し
の
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
懇
親
会
運
営
全
般
を
担
当

い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
号
が
変
わ
り
、
同
学

年
の
皆
も
ア
ラ
フ
ォ
ー
に

な
り
、
色
ん
な
節
目
が
重

な
る
時
期
で
す
ね
。
今
年
の
同
窓
会
は
三
連
休
の
初

日
で
す
の
で
、
地
元
の
方
は
勿
論
、
遠
方
の
方
も
帰

省
を
兼
ね
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
恩
師
の
先
生

方
も
学
年
同
窓
会
に
ご
招
待
し
ま
す
の
で
、
懐
か
し

く
楽
し
い
会
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
幹
事
学
年
に

な
り
ま
し
た
平
成
二
十
一

年
卒
の
土
屋
岳
で
す
。

　

私
た
ち
の
学
年
は
、
今
年
が
初
の
幹
事
学
年
に
な

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
諸
先
輩
方
か

ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
私
た
ち
の
学
年
も
多
く
の
人
が
同

窓
会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
、
会
を
盛
り
上
げ
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
数
の
ご
参

加
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和
に
変
わ
っ
た
今

年
だ
か
ら
こ
そ
同
級
生
と
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
話

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　

十
数
年
前
、
初
め
て
同

窓
会
に
参
加
し
た
際
、
参

加
者
の
数
の
多
さ
、
年
代

の
幅
広
さ
に
驚
き
つ
つ
、
校
歌
・
応
援
歌
の
斉
唱
に
、

心
地
よ
さ
を
感
じ
る
と
共
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
感
覚
は
、
母
校
興
譲
館
へ
の

思
い
を
共
有
で
き
る
同
窓
会
だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
五
年
卒
の
皆
さ
ん
、
興
譲
館
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
と
と
も
に
、「
令
和
」
の
新
し
い
時
代
に
突

入
し
た
今
年
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
恩
師
・
先
輩
・

同
級
生
・
後
輩
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
十
六
年
卒

の
代
表
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
髙
橋
直
也
で

す
。
私
達
の
学
年
が
母
校
を
卒
業
し
て
十
五
年
が
経

過
し
た
今
、
働
き
盛
り
の
年
齢
を
迎
え
、
仕
事
や
育

児
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
忙
し
く
も
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

高
校
時
代
の
友
人
と
会
っ
て
話
す
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
思
い
出
話
や
近
況
報
告
す
る

だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
忙
し
い
日
々
の
息
抜

き
に
、
新
し
い
刺
激
を
求
め
に
、
ぜ
ひ
、
み
ん
な
で

同
窓
会
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
度
　
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
　
実
行
委
員
会

ご
あ
い
さ
つ

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

懐
か
し
い
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

令
和
元
年
、
新
た
な
気
持
ち
で

同
窓
会
に
参
加
し
よ
う
。

ぜ
ひ
、
み
ん
な
で

同
窓
会
に
行
き
ま
し
ょ
う

小
嶋
健
市
郎

（
平
成
十
一
年
卒
）

土
屋　
　

岳

（
平
成
二
十
一
年
卒
）

伊
藤　

好
宏

（
平
成
五
年
卒
）

髙
橋　

直
也

（
平
成
十
六
年
卒
）

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
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平
成
三
十
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長  

遠　

藤　

友
紀
雄

　

四
月
よ
り
企
画
を
し
、
五
月
十
七
日
の

第
一
回
実
行
委
員
会
は
じ
め
、
全
七
回
の

実
行
委
員
会
を
経
て
九
月
十
五
日
を
迎
え

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
各
学
年
の
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

何
に

つ
け
て
も
、
当
日
七
〇
〇
名
を
超
え
る
同

窓
生
が
会
場
に
集
ま
っ
て
頂
い
た
こ
と
が

今
回
の
大
き
な
収
穫
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。 

　

席
の
配
分
や
進
行
、
多
少
の
「
現
場
合

わ
せ
」
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
の
和
や

か
な
雰
囲
気
は
毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
企

画
し
て
良
か
っ
た
、
と
思
え
る
も
の
で
し

た
。 

総
会
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

例
年
よ
り
も
多
く
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
運
営
に
き
っ
か
け
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

　

と
は
い
え
、
不
安
が
無
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
年
話
題
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、

若
い
卒
業
生
の
参
加
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と

も
っ
と
増
や
し
て
い
か
な
く
て
は
、
同
窓

会
の
活
性
化
や
存
続
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
形
式
の
同
窓
会
懇
親
会
が
未

来
永
劫
に
存
続
で
き
る
と
い
う
事
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良
い
や
り
方
が
な

い
の
か
、
と
い
う
事
も
毎
年
考
え
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
。 

　

た
だ
し
、「
変
え
る
」
こ
と
に
は
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
周
囲
の
理
解
、
段
取
り

が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
変
わ
り
続
け
る

懇親会風景　

リードする応援団

旗手を務める小林昇市君
（昭和53年卒）

こ
と
が
生
き
残
る
事
だ
」
と
い
う
言
葉
も

ご
ざ
い
ま
す
。
五
十
八
年
卒
の
テ
イ
ス
ト

を
多
少
は
盛
り
込
み
ま
し
た
。「
変
え
る
、

変
わ
っ
て
い
く
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。 

後
輩
諸
兄
に
今
後

を
託
し
今
年
度
実
行
委
員
長
の
感
想
と
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

挨拶する小嶋会長と各支部長

挨拶する遠藤友紀雄実行委員長

　

平
成
最
後
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
り
返
っ
て

平成30年度同窓会総会の様子（平成30年9月15日）
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若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

「
山
形
座 

瀧
波
」
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青　

木　
　
　

薫 

氏　
　
　

（
昭
和
五
十
年
卒
）

南　

浩
史
さ
ん
（
昭
和
五
十
七
年
卒
）
訪
問　

　

国
道
十
三
号
線
沿
い
に
欅
の
重
厚
な
門
構
え
の
赤
湯
温
泉
「
山
形
座 

瀧
波
」
が
あ
る
。
門
を
く
ぐ
り
趣
の
あ
る
曲
り
屋
の

玄
関
を
入
る
と
、
赤
、
黄
、
白
の
北
欧
の
ス
ワ
ン
チ
ェ
ア
が
築
三
百
年
の
大
庄
屋
屋
敷
に
彩
り
を
加
え
、
と
て
も
印
象
的
だ
。

日
本
建
築
を
用
い
た
和
モ
ダ
ン
な
大
広
間
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
社
長
の
南
さ
ん
と
お
会
い
し
た
。

　

南
さ
ん
は
、
平
成
二
十
七
年
、
三
十
五
年
ぶ
り
に
故
郷
に
戻
り
、
実
家
で
あ
る
「
い
き
か
え
り
の
宿 

瀧
波
」
を
再
生
さ
せ

る
た
め
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
平
成
二
十
九
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

「
興
譲
館
同
窓
生
の
方
に
是
非
ご
来
館
い
た
だ
き
た
い
。特
典
も
考
え
て
お
り
ま
す
」。と
て
も
気
さ
く
に
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

　

高
校
時
代
を
伺
う
と
、「
応
援
団
に
明
け
暮
れ
る
日
々
だ
っ
た
。
数
年
前
、
Ｏ
Ｂ
会
の
壇
上
で
エ
ー
ル
を
披
露
し
た
が
意
外

と
声
が
出
た（
笑
）。山
根
先
生
や
五
十
嵐
京
子
先
生
が
教
鞭
を
と
ら
れ
た
時
代
。入
学
当
初
決
し
て
成
績
は
良
く
な
か
っ
た
が
、

東
大
を
目
指
す
友
人
と
と
も
に
学
ぶ
中
で
い
つ
し
か
自
身
の
目
標
と
な
っ
て
い
っ
た
」。
東
大
理
科
Ⅱ
類
に
合
格
し
、
卒
業
後

は
当
時
の
建
設
省
に
入
省
、
八
年
勤
務
す
る
中
で
奥
様
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
養
子
と
し
て
長
崎
の
大
島
造
船
所
に
勤
務
、

後
に
社
長
と
し
て
経
営
を
担
い
、
国
内
、
海
外
を
飛
び
回
る
日
々
を
送
っ
た
。
こ
の
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
・
経
営
手
腕
を
も
っ
て
、

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
導
役
を
担
わ
れ
て
い
る
南
さ
ん
。
館
内
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。
シ
ッ
ク
な
廊
下
を
進
ん
で
い
く
と
、

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
が
あ
り
、
置
賜
盆
地
の
恵
み
で
あ
る
山
菜
、
有
機
野
菜
な
ど
旬
の
素
材
や
お
肉
が
、
ラ
イ
ブ
感
覚
で
料

理
長
か
ら
お
客
様
に
提
供
さ
れ
る
。
地
酒
や
赤
湯
の
ワ
イ
ン
も
各
種
取
り
揃
え
ら
れ
て
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
ば

か
り
。
調
味
料
も
本
醸
造
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
客
室
は
、
築
三
百
年
の
米
蔵
の
栗
の
木
の
自
然
に
曲
が
っ
た
梁
や
、
大
正

時
代
の
旧
小
学
校
の
柱
や
梁
を
む
き
出
し
で
使
う
こ
と
に
よ
り
趣
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
室
ご
と
に
蔵
王
石
、
檜
の
露
天
風

呂
が
あ
り
、「
生
ま
れ
た
て
の
十
割
源
泉
」
を
楽
し
め
る
。「
置
賜
地
域
・
山
形
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
な
っ
て
、
盆
地
だ
か
ら

こ
そ
味
わ
え
る
た
く
さ
ん
の
上
質
な
も
の
を
遠
く
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
の
コ
コ
ロ
に
残
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
さ
ま
ざ
ま
用
意
さ
れ
て
い
る
。
早
朝
に
は
宿
か
ら
近
い
十
分
一
山

に
、
兄
の
須
藤
清
市
さ
ん
（
昭
和
五
十
年
卒
）
が
無
料
シ
ャ
ト
ル
便
で
お
連
れ
す
る
。
絶
景
を
見
な
が
ら
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、

眼
下
に
広
が
る
置
賜
の
風
景
に
は
、
単
純
に
「
泊
ま
る
」
だ
け
で
は
な
い
価
値
が
あ
る
。

　

さ
て
、 

夢
に
向
か
い
挑
戦
し
て
い
る
母
校
の
在
校
生
へ
伝
え
た
い
こ
と
は･･･

。

「
若
い
う
ち
に
、
な
る
べ
く
よ
り
広
い
外
の
世
界
を
見
て
欲
し
い
。
東
京
と
い

う
世
界
、
日
本
と
い
う
世
界
、
世
界
と
い
う
世
界
が
あ
る
。
広
い
視
野
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
あ
り
き
た
り
だ
がNever give 

up 

と
い
う
言
葉
を
贈
り
た
い
。
ま
た
、
将
来
は
ぜ
ひ
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
。

私
は
お
客
様
を
お
連
れ
し
て
伝
国
の
杜
に
何
度
も
行
き
、
博
物
館
常
設
展
で
の

上
杉
鷹
山
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
六
十
回
余
も
観
た
。や
は
り
、「
伝
国
の
辞
」

で
鷹
山
公
が
語
っ
た
「
藩
の
た
め
に
存
在
・
行
動
す
る
の
が
君
主
で
あ
る
」
と

の
言
葉
通
り
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
も
社
会
の
た
め
に
行
動
す
る
人
間
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」。

　

二
十
五
年
ほ
ど
前
、
新
し
い
校
舎
で
在
校
生
に
話
を
し
た
が
、
そ
の
一
人
が

今
は
南
陽
市
選
出
の
県
議
会
議
員
に
な
ら
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
。
南
さ
ん
に
は
、

地
域
そ
し
て
母
校
の
発
展
の
た
め
に
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

一
九
七
五
年
に
興
譲
館
を
卒
業
し
、
京
都
大
学
で
理
論
物
理
を
専
攻
し
た
の
ち
、
現
在
は
翻
訳
を
や
っ
て
い
る
青

木
薫
で
す
。
私
は
ざ
っ
と
四
十
五
年
前
の
在
校
生
で
す
か
ら
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
当
時
は
女
子
が
少
な
か
っ
た
で
す
。

三
年
生
の
と
き
の
理
系
ク
ラ
ス
で
は
、
女
子
は
五
人
で
し
た
。
興
譲
館
で
は
、
女
子
だ
と
い
う
こ
と
で
い
や
な
思
い

を
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
学
時
代
は
、
担
任
か
ら
「
女
の
子
が
興
譲
館
に
行
っ
て
ど
う
す

る
の
？
」
と
言
わ
れ
た
り
、
別
の
先
生
か
ら
「
女
子
は
、
中
学
ま
で
は
数
学
や
理
科
が
で
き
て
も
、
高
校
で
は
通
用

し
な
い
か
ら
な
ぁ
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
当
時
す
で
に
少
し
時
代
遅
れ
だ
っ
た
の
で
、
私
は
内
心
、「
今
ど
き
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
こ
の
先
生
は
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
と
私
に
関
し
て
は
、
実
害
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
当
時
は
そ
ん
な
社
会
的
な
圧
力
や
、
あ
た
か
も
生
物
学
的
に
基
礎
が
あ
る
か
の
よ
う
な
偏
見
は
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
ざ
っ
と
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
女
性
の
た
い
へ
ん
さ
は
、
今
も
形
を
変
え
て
厳
然
と
存
在
し
て
い

ま
す
。
医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
し
、
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
に
関
す

る
分
析
結
果
で
は
、
日
本
は
百
四
十
九
カ
国
中
、
な
ん
と
百
十
位
で
、
Ｇ
７
で
は
ダ
ン
ト
ツ
最
下
位
で
し
た
。
今
日
、

そ
れ
が
良
く
な
い
こ
と
だ
と
い
う
の
が
社
会
の
「
建
前
」
に
な
っ
た
の
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
す
が
、
そ
の
「
建
前
」
と
、

「
そ
う
は
言
っ
て
も
女
は
…
」
と
い
う
「
本
音
」
の
あ
い
だ
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
努
力
が
、
こ
れ
か

ら
ま
だ
ま
だ
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
と
く
に
若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
と
も
お
伝
え
し
た
く
思
う
の
は
、
そ
の
努
力
を
、
女
性
か
ら
男

性
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
は
受
け
止
め
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
女
性
に
も
、
男
性
に
も
、
そ
う
思
っ
て

ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ン
フ
ェ
ア
な
社
会
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
層
（
今
の

場
合
は
女
性
）
に
と
っ
て
生
き
に
く
い
社
会
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
見
す
る
と
利
益
を
得
て
い
る
は
ず
の
層
（
今

の
場
合
は
男
性
）
に
も
、
目
に
見
え
に
く
い
か
た
ち
で
ゆ
が
み
を
も

た
ら
す
、
生
き
に
く
さ
を
隠
し
持
っ
た
社
会
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

世
代
を
超
え
て
、
性
別
も
越
え
て
、
よ
り
フ
ェ
ア
な
社
会
を
み
ん

な
で
目
指
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
、
若
い
世

代
の
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
が
、
今
よ
り
も
フ
ェ
ア
な
社
会
で
、
納
得

の
い
く
生
き
方
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
り
し
て
い
ま
す
。

◇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
旧
姓
　
樋
口
）

　
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
　
理
学
博
士
　
二
〇
〇
七
年
度
日
本
数

　
学
会
出
版
賞
受
賞

　
翻
訳
書

　
　
「
フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終
定
理
」
新
潮
社

　
　
「
暗
号
解
読
　
｜
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
か
ら
量
子
暗
号
ま
で
」
新
潮
社

　
　
「
完
全
な
る
証
明
」
文
藝
春
秋
　
　
な
ど
多
数

同
窓
生
の
今

同
窓
生
を
訪
ね
て

「興譲館の学年登山は懐かしいですが、近年、
山歩きを始めました。
青森の自宅から近い八甲田を歩いていたら、冒
険家の三浦雄一郎さんとバッタリ！」
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支
部
だ
よ
り

米
沢
支
部
報
告

東
京
支
部
報
告

　
　
　

事
務
局
長　

栗　

林　

雄　

二

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

興
譲
館
同
窓
会
関
西
支
部 

支
部
長　

中　

川　
　
　

勉

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

幹
事
長　

樋　

渡　

三
保
子

（
昭
和
四
十
年
卒
）

　

米
沢
支
部
は
齋
藤
榮
助
支
部
長
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）
の
下
、
毎

年
四
月
に
観
桜
会
を
兼
ね
た
総
会
、
秋
に
は
講
演
会
と
芋
煮
会
を
兼

ね
た
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旧
校
舎
跡
地
で
の
観
桜
会
は
、
そ

の
年
の
積
雪
状
況
や
当
日
の
風
の
強
さ
等
天
候
に
左
右
さ
れ
、
桜

咲
く
木
の
下
で
の
開
催
が
難
し
い
こ
の
頃
で
す
。
秋
は
先
輩
方
か

ら
様
々
な
テ
ー
マ
で
、
一
時
間

ほ
ど
の
ご
講
演
を
お
聴
き
し
て

か
ら
の
芋
煮
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
会
も
三
十
人

前
後
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き

毎
回
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

旧
校
舎
跡
地
で
の
開
催
と
い
う

事
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
七
月
十
三
日
（
土
）
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
第
五
十
七
回

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
令
和
元
年
に
ふ
さ
わ

し
い
「
は
ば
た
け
未
来
へ
」
で
す
。
御

来
賓
と
し
て
本
校
か
ら
小
嶋
彌
左
衛
門

同
窓
会
会
長 

（
Ｓ
四
十
二
年
卒
）、
鈴

木 

基
同
窓
会
副
会
長 

（
Ｓ
四
十
九
年

卒
）、
柿
㟢
悦
子
母
校
校
長
、
小
島
長
五

郎
体
育
文
化
後
援
会
会
長 

（
Ｓ
四
十
四

　

新
任
の
校
長
先
生
を
お
迎
え
し
、
参
加
者
か
ら
は
ご
自
分
の
年

齢
も
忘
れ
て
「
若
い
ね
」
の
声
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
、

お
か
げ
様
で
大
変
和
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
大
阪

ま
で
お
出
で
い
た
だ
い
た
柿
﨑
悦
子
校
長
、
小
林
擴
二
同
窓
会
副

会
長
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
同
窓
会
関
西
支
部
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
昭
和

四
十
一
年
卒
の
中
川
勉
で
す
。
関
西
支
部
は
東
海
地
方
か
ら
西
の

沖
縄
ま
で
の
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
し
、
現
在
一
六
七
名
の
名
簿
を
基

に
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
近
年
卒
の
方
々
の
氏
名
・

住
所
が
分
か
ら
ず
案
内
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様

に
お
願
い
で
す
、
是
非
関
西
支
部
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の
方
を
ご

存
知
で
し
た
ら
、
同
窓
会
本
部
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

総
会
後
は
、
毎
年
同
窓
の
仲
間
に
よ
る
講
演
。
今
年
は
「
一

本
の
道
を
歩
い
て
～
ピ
レ
ネ
ー
を
越
え
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
ま
で
の

七
八
〇
㎞
～
」
と
題
し
て
昭
和
四
十
二
年
卒
上
野
き
よ
さ
ん
。

「
七
十
歳
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
間
、
一
人
で
歩
く
こ
と
に
よ
っ

て
な
に
か
考
え
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
四
十
日
間

巡
礼
の
道
を
歩
き
通
さ
れ
た
過
酷
で
厳
し
い
道
の
り
を
動
画
も
交

え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
同
窓
会
の
三
日
後
に
出

発
し
、
再
度
歩
か
れ
る
と
の
こ
と
。
び
っ
く
り
で
す
ね
。

　

今
年
度
の
三
役
は
私
と
、
副
会
長
に
佐
藤
和
栄
（
Ｓ
四
十
二
）、

幹
事
長　

神
尾
仁
（
Ｓ
四
十
一
）、
事
務
局
長　

福
士
明
博
（
Ｓ

四
十
三
）
が
務
め
、
他
幹
事
な
ど
二
十
一
名
で
運
営
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
醍
醐
味
は
、
自
分
の
現
年
齢
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
乾
杯
の
後
は
先
輩
も
後

輩
も
な
く
、
初
顔
合
わ
せ
で
も
一
言
交
わ
せ
ば
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト

を
感
じ
取
り
、
座
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
、「
世
の
た
め
に
尽
く

さ
ん
こ
れ
ぞ　

あ
あ
興
譲　

興
譲
の
わ
れ
ら
が
心
」
と
斉
唱
し
、

今
年
も
定
例
の
二
次
会
に
ほ
と
ん
ど
の
出
席
者
が
繰
り
出
す
の
で

す
。 「

あ
あ
興
譲
　
興
譲
の
わ
れ
ら
が
心
」

　
関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会

　
　
新
体
制
で
開
催
さ
れ
る
!!

中央左・柿﨑悦子校長　中央・中川勉関西支部支部長　中央右・小林擴二同窓会副会長

米沢支部の懇親会東京支部の懇親会
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宮
城
支
部
報
告

山
形
支
部
報
告

高
畠
支
部
報
告

宮
城
支
部
長　

田　

林　

晄　

一

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）

幹
事
長　

横　

井  

洋　

子

（
昭
和
四
十
年
卒
）

事
務
局
長　

八　

巻　

裕　

一

（
平
成
元
年
卒
）

　

宮
城
支
部
の
最
近
の
活
動
状
況
と
し
て
、
平
成
時
代
の
最
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
宮

城
支
部
総
会
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
活
動
状
況
報
告
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

支
部
総
会
は
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
に
同
窓
会
会
長
の
小
嶋
彌
左
衛
門
様
、
興
譲

館
高
校
長
の
横
戸 

隆
先
生
を
お
招
き
し
て
二
十
名
の
会
員
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
を
東
北
文
化
学
園
大
学
医
療
福
祉
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
の

渋
谷 

直
樹
先
生
に
「
道
に
迷
わ
ず
、
街
を
歩
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
の
方
は
あ
る
程

度
身
に
憶
え
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
大
変
興
味

深
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和

元
年
の
支
部
総
会
は
十
月
十
九
日
に
開
催
す

る
予
定
に
し
て
お
り
、
会
員
同
士
の
連
携
強

化
と
多
く
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
支
部
総
会
時
の
集
合
写

真
を
貼
付
し
ま
し
た
の
で
、
拝
見
い
た
だ
き
、

何
ら
か
の
思
い
出
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

花
見
酒
、 

納
涼
酒
、月
見
酒
と
季
節
を
愛
で
る
集
い
を
催
し
て「
興

譲
の
絆
」
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、 

如
何
せ
ん
、 

若
い
人
の
参
加
が
い

ま
ひ
と
つ
で
参
加
者
の
常
態
化
も
見
え
始
め
し
て
い
ま
す
。
全
く
新

し
い
手
法
で
支
部
の
運
営
を
や
っ
て
み
よ
う
、 

と
事
務
局
で
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、 

名
案
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
ご
教

示
下
さ
い
。
ど
の
同
窓
会
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、「
興

譲
の
歴
史
」 「
興
譲
の
心
」 「
興
譲
の
絆
」
は
や
は
り
伝
え
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、 

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
七
月
五
日
（
金

曜
）、
高
畠
支
部
と
し
て
は

平
成
二
十
年
以
来
の
支
部
総

会
・
懇
親
会
を
よ
ね
お
り
か

ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

当
日
は
、
小
嶋
彌
左
衛
門
同

窓
会
長
、
柿
㟢
悦
子
校
長
先

生
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
総

勢
六
十
名
近
い
同
窓
生
が
参

県
庁
支
部
報
告

同
会
会
長　

山　

川　

秀　

秋

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

　

当
会
は
、
山
形
県
庁
及
び
教
育
委
員
会
等
に
所
属
す
る
職
員
で
村

山
地
区
に
勤
務
す
る
者
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
発
足
は
昭
和
四
六
年

で
す
。
会
員
数
は
一
〇
二
名
で
、
歴
代
会
長
と
県
議
会
議
員
の
方
々

に
は
顧
問
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
し

て
、
①
六
月
の
総
会
、
②
二
月
の
立
春
懇
談
会
、
③
そ
の
他
会
員
の

親
睦
を
深
め
、
同
窓
会
の
発
展
を
図
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
六
月
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
小
嶋
同
窓
会
会
長
、

柿
﨑
校
長
、
舩
山
現
人
県
議
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
母
校
の
近
況

年
卒
）
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
京
支
部
の
特
色
で
も
あ
り
ま
す
が
、
横
の
連

帯
や
様
々
な
情
報
交
換
も
含
め
、
御
来
賓
と
し
て
宮
崎
県
高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓

会
。
置
賜
農
業
高
等
学
校
、
米
沢
工
業
高
等
学
校
、
米
沢
東
高
等
学
校
、
山
形
東
高

等
学
校
、
山
形
南
高
等
学
校
、
山
形
商
業
高
等
学
校
、
寒
河
江
高
等
学
校
、
新
庄
北

高
等
学
校
、
鶴
岡
工
業
高
等
学
校
、
鶴
岡
北
高
等
学
校
、
神
奈
川
湘
南
高
等
学
校
の

各
高
校
同
窓
会
役
員
の
方
々
や
、
県
人
会
関
係
で
山
形
県
人
東
京
連
合
会
、
東
京
東

根
会
、
東
京
川
西
会
、
東
京
南
陽
会
、
東
京
飯
豊
会
の
会
長
も
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
横
山
彰
人
東
京
支
部
長
（
Ｓ
四
十
二
年
卒
）
の
挨
拶
、
小
嶋
彌

左
衛
門
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
、
柿
㟢
悦
子
校
長
の
母
校
近
況
報
告
。
大
滝
則
忠
有
為

会
会
長
（
Ｓ
三
十
八
年
卒
）
の
挨
拶
の
あ
と
、
総
会
の
議
事
に
入
り
、
平
成
三
十
年

度
会
務
報
告
、
会
計
報
告
が
樋
渡
三
保
子
幹
事
長
（
Ｓ
四
十
年
卒
）
か
ら
報
告
が
あ

り
、令
和
元
年
度
予
算
案
を
含
め
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。嶋
貫
昭
雄
副
支
部
長（
Ｓ

三
十
七
年
卒
）
の
閉
会
の
挨
拶
で
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
、
バ
イ

オ
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
毎
年
皆
様
の
心
に
残
る
楽
し
い
企
画
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
は
早
川
文
乃
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
で
す
。
早
川
さ
ん
は
平

成
五
年
卒
業
で
国
立
音
楽
大
学
を
卒
業
後
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
で
す
が
、
こ
の
日
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
サ
ラ
サ
ー
テ
作
曲
の
「
美
し
き
ロ
ス
マ

リ
ン
」、「
愛
の
喜
び
」
な
ど
な
じ
み
の
深
い
曲
の
演
奏
で
し
た
。
演
奏
の
間
の
ト
ー

ク
も
含
め
バ
イ
オ
リ
ン
の
奥
の
深
さ
と
美
し
い
音
色
に
酔
い
し
れ
た
ひ
と
と
き
で
し

た
。

　

演
奏
後
は
在
校
時
応
援
団
の
山
口
宏
君
（
Ｓ
五
十
五
年
卒
）、
五
十
嵐
良
輔
君

（
H
元
年
卒
）
の
リ
ー
ド
で
興
譲
館
校
歌
の
斉
唱
。
小
島
長
五
郎
体
育
文
化
後
援
会

会
長
、
高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
久
保
昌
也
副
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
第
三
十
四
代
校
長
五
十
嵐
京
子
先
生
の
乾
杯
で
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
プ
ル
に
は
美
味
し
い
料
理
や
、
高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
か

ら
頂
い
た
貴
重
な
焼
酎
「
百
年
の
孤
独
」、
小
嶋
同
窓
会
会
長
か
ら
の
「
東
光
」
や

東
の
麓
酒
造
の「
東
の
麓
」な
ど
故
郷
の
地
酒
が
並
び
、歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
抽
選
会
で
は
故
郷
の
さ
く
ら
ん
ぼ
や
茄
子
の
漬
物
、
地
元
の
お
酒
な
ど
が

景
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
再
び
応
援
団
の
リ
ー
ド
の
も
と
自
治
会
歌
、
応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
が
興
譲
館
時
代
に
戻
り
心
ひ
と
つ
に
な
っ
た
時
間
で
し
た
。
恒
例

の
万
歳
三
唱
は
最
年
少
学
年
、
鈴
木
豊
臣
君
（
Ｈ
十
三
年
卒
）。
近
藤
郁
子
副
支
部

長
（
Ｓ
三
十
七
年
卒
）
の
閉
会
の
挨
拶
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
終
了
後
の
二
次
会
は
ホ
テ
ル
内
の
お
店
で
、
小
嶋
同
窓
会
会
長
は
じ
め
高

鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
の
皆
様
や
多
く
の
会
員
が
出
席
し
、
夜
遅
く
ま
で
飲
み
、

語
り
合
い
ま
し
た
。

や
地
元
置
賜
に
関
す
る
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
総
会
は
、
母
校
に
思
い
を
は
せ
、
発
展
を
願
う
機
運
を
高

め
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
興
譲
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
時
代

を
先
取
り
す
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
興
譲
館
。「
人

み
な
の
命
を
あ
が
め
」「
世
の
た
め
に
尽
く
す
」
と
い
う
言
葉
が
校

歌
に
込
め
ら
れ
て
い
る
興
譲
館
は
我
々
の
『
心
の
鏡
』
で
す
。
同
窓

生
、
先
輩
後
輩
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
こ
の
同
窓
会
が
未
来

永
劫
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

宮城支部の懇親会

「万歳三唱」にて会を締めくくりました

米沢興譲館同窓会会報（9）　第48号 令和元年８月１日



入
会
式

川
西
支
部
報
告

小
国
支
部
報
告

川
西
支
部
長　

金　

子　
　
　

勤

（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

小
国
支
部
長　

小　

林　

新
太
郎

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　

平
成
三
〇
年
度
川
西
支
部
総
会
を
十
二
月
七
日
割
烹
喜
楽
で
開
い

た
。
出
席
は
二
二
名
。
決
算
・
予
算
承
認
の
後
、
町
生
涯
学
習
課
の

鈴
木
明
里
さ
ん
よ
り
本
町
出
身
の
英
文
学
者
高
梨
健
吉
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
本
校
創
立
一
三
〇
周
年
を
機
に
、
十
数
年
休
止

し
て
い
た
支
部
を
復
活
。
年
一
回
懇
親
の
場
を
設
け
、
世
代
を
越
え

た
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　

高
橋
清
人
支
部
長
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
超
お
元
気
な
先
輩

の
激
励
も
あ
り
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
支
部
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
例
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
最
後
の
総
会
は
、
十
月
十
九
日
、
講
師

に
上
杉
博
物
館
長
、
佐
藤
広

明
氏
（
米
沢
興
譲
館
三
十
六

代
校
長
）
を
お
迎
え
し
、
懐

か
し
い
学
生
時
代
の
話
、
近

年
の
学
校
の
様
子
な
ど
の
話

を
講
演
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
の
懇
親
会
は
世
代
を
越
え

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
応

援
歌
、
自
治
会
歌
、
校
歌
と

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
し
や

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
、
懐
か
し
い
応
援
歌
の
斉
唱
な
ど
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
次
回
の
開
催
を
約
束
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
（
金
）
午
前
九
時
よ
り
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
講
堂
に
て
鈴
木
基
同
窓
会
副
会
長
の
司
会
の
も
と
米
沢

興
譲
館
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　

藤
倉
万
里
子
副
会
長
の
、
壺
と
石
を
例
に
し
た
人
生
の
優
先
順
位
の
逸
話
を
盛
り
込
ん
だ
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
小
嶋
彌
左

衛
門
会
長
か
ら
「
卒
業
お
め
で
と
う
。
本
日
同
窓
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
い
た
。
同
窓
会
は
在
校
生
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。
み
な

さ
ん
の
協
力
も
宜
し
く
御
願
い
し
た
い
。
み
な
さ
ん
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
が
各
地
に
同
窓
会
支
部
が
あ
る
。
同
窓
会
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
同
窓
会
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
。」
と
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。 

　

そ
し
て
磯
部
道
昭
常
務
理
事
か
ら
同
窓
会
規
約
を
も
と
に
興
譲
館
同
窓
会
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

　

続
い
て
、
小
嶋
会
長
よ
り
奥
山
さ
く
ら
さ
ん
に
記
念
品
（
印
鑑
セ
ッ
ト
）
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
六
名
の
新
入
会
員
を
代
表

し
て
曽
根
京
香
さ
ん
が
、
三
年
間
の
思
い
出
、
そ
し
て
同
窓
会
の
支
援
へ
の
感
謝
と
同
窓
会
会
員
と
し
て
の
抱
負
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
学
年
理
事
計
十
一
名
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
最
後
に
佐
野
隆
一
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

入
会
式
を
終
了
し
た
。 

平
成
三
十
一
年
卒　

学
年
理
事

一
組　

花
輪
み
や
び　
　

矢
ノ
目　

樹

二
組　

髙
橋　

春
香　
　

舩
山　

俊
介

　
　
　

二
宮　

隆
平

三
組　

佐
藤　

豪
郞　
　

松
田　

莉
歩

四
組　

横
山　

可
依　
　

松
村　
　

結

五
組　

安
達　

修
平　
　

佐
竹　

里
緒

学
年
代
表
理
事　

二
組　

二
宮　

隆
平

小国支部の懇親会

入会式風景

委嘱状を手渡された学年理事の皆さん

代表して挨拶する曽根京香さん
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項　目 予算額 収入額 増減（△） 備　　考
繰 越 金 1,130,848 1,130,848 0 前年度繰越金

入 会 金 1,400,000 1,379,000 △ 21,000 7,000円×
197名

年 会 費 2,300,000 1,650,000 △ 650,000

過 年 度 会 費 0 600,000 600,000 昭和58年卒・昭和59
年卒・平成９年卒

雑 収 入 152 54,815 54,663
130周年記念誌売
上・同窓会名簿
売上・預金利子

計 4,831,000 4,814,663 △ 16,337

項　目 予算額 支出額 残　　額 備　　考
運 営 費 1,262,000 1,249,751 12,249

会 議 費 50,000 67,604 △ 17,604 理事会等

通信連絡費 50,000 39,710 10,290 郵便切手等

需 用 費 100,000 92,979 7,021 用紙・封筒等

人 件 費 1,062,000 1,049,458 12,542 人件費会計へ繰出し

事 業 費 1,956,720 1,834,567 122,153

一般事業費 1,000,000 1,054,125 △ 54,125
各支部総会（旅費・お祝
い）・総会補助金・ＨＰ運
営費・会報送料補助等

母校活動補助金 300,000 175,476 124,524 高鍋高校交流事業（来校）・
「学校案内」リーフレット

卒業記念費 306,720 265,950 40,770 記念品代（197名分）

表 彰 費 0 0 0 永年勤続者

会 報 費 350,000 339,016 10,984 会報 第47号 6,000部等

予 備 費 1,612,280 41,630 1,570,650

予 備 費 1,612,280 41,630 1,570,650 支部長会会場代
計 4,831,000 3,125,948 1,705,052

収入の部

収入の部

決算額
収入額  4,814,663円　－　支出額　3,125,948円
　＝　残額　1,688,715円（次年度へ繰越）

○資金の残高
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　1,688,715円
○財政安定積立金残高
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　  500,365円
○前受会費残高
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　2,820,574円

前年度からの繰越額
○財政安定積立金
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　  500,365円
○前受会費
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　2,820,574円

支出の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

◎平成29年度　同窓会会計決算書　（会計年度　平成29年９月１日～平成30年８月31日）

◎平成30年度　同窓会会計予算書　（会計年度　平成30年９月１日～令和元年８月31日）

　　　①母校振興発展に必要な事業　　　③会報の発刊 
　　　②会員の親睦に関する事項　　　　④その他、目的達成に必要な事項 

◎平成30年度　事業計画

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　 減 備　　考

繰 越 金 1,688,715 1,130,848 557,867 前年度繰越金

入 会 金 1,372,000 1,400,000 △ 28,000 7,000円×
196名

年 会 費 2,300,000 2,300,000 0

昭45年～平
21年まで5万
円（40学年）
昭35年～昭
44年まで3万
円（10学年）

雑 収 入 285 152 133 預金利子
計 5,361,000 4,831,000 530,000

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考
運 営 費 1,307,000 1,262,000 45,000

会 議 費 80,000 50,000 30,000 理事会等の会議費

通信連絡費 50,000 50,000 0 郵便切手等

需 用 費 100,000 100,000 0 慶弔・事務用品

人 件 費 1,077,000 1,062,000 15,000 人件費等1,027,000+50,000
（９月手当）

事 業 費 2,174,600 1,956,720 217,880

一般事業費 1,200,000 1,000,000 200,000 各支部総会・会報送料補助・
ＨＰ運営費・総会補助金等

母校活動補助金 300,000 300,000 0 高鍋高校交流事業（訪問）等
卒業記念費 264,600 306,720 △ 42,120 記念品代（196名分）
表 彰 費 60,000 0 60,000 永年勤続者・前支部長・前退任役員
会 報 費 350,000 350,000 0 印刷費等
財政安定積立金 800,000 0 800,000

財政安定積立金繰入 800,000 0 800,000 将来の収入不足や支出増加に備える準備金
予 備 費 1,079,400 1,612,280 △ 532,880

予 備 費 1,079,400 1,612,280 △ 532,880 次期繰越金が多額になる場合には、財
政安定積立金に振り替えることがある

計 5,361,000 4,831,000 530,000
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（　　）は卒業年

◎本　　部　　〒992-1443  山形県米沢市大字笹野1101
　　　　　　　米沢興譲館高校内　☎0238-38-4741
　会　　長　　小嶋彌左衛門（S42）
　副 会 長　　小林　擴二（S36） 佐野　隆一（S47） 鈴木　　基（S49）
　　　　　　　藤倉万里子（S53） 
　監　　事　　江部　　寛（S48） 土田　一成（S51） 松田　純一（S56） 
　顧　　問　　髙野　　讓（S29） 大友　恒則（S35） 
　常務理事　　磯部　道昭（S44） 
　副常務理事　　川島　良範（H6） 
　常任理事　　加藤　英樹（S53） 小池　忠宏（S54） 益子　光子（S55） 
　　　　　　　相田　晃輔（S56） 髙橋美和子（S57） 佐藤　知由（S59） 
　　　　　　　佐藤　詠一（S63） 安部　徳朗（H2） 平山　順一（H4） 
　　　　　　　佐藤　美洋（H10） 
◇米沢支部
　支 部 長　　齋藤　榮助（S38） 
　　　　　　　〒992-0045  山形県米沢市中央1-7-30
　　　　　　　☎0238-22-4140
◇東京支部
　支 部 長　　横山　彰人（S42） 
　　　　　　　〒160-0023  東京都新宿区西新宿3-3-23
　　　　　　　☎03-3348-2808　fax03-3348-2829
　　　　　　　　　　　　　　 　
◇関西支部
　支 部 長　　中川　　勉（S41） 
　　　　　　　〒606-8024  京都市左京区修学院千万田町5-84
　　　　　　　☎075-701-9121　
◇宮城支部
　支 部 長　　田林　晄一（S41） 
　　　　　　　〒981-0954  宮城県仙台市青葉区川平2-17-28
　　　　　　　☎022-279-8951　
◇山形支部
　支 部 長　　後藤　　寛（S40） 
　　　　　　　〒990-2483  山形県山形市上町5-1-21
　　　　　　　☎023-645-4420　
◇高畠支部
　支 部 長　　鈴木　征治（S33） 
　　　　　　　〒992-0344　山形県東置賜郡高畠町大字深沼12-5
　　　　　　　☎0238-52-1777　（事務局長　八巻裕一（H1） ）

◇川西支部
　支 部 長　　金子　　勤（S34）
　　　　　　　〒999-0121　山形県東置賜郡川西町上小松2810-3
　　　　　　　☎0238-42-4522
◇赤湯支部
　支 部 長　　佐藤　有弘（S37）
　　　　　　　〒999-2231　山形県南陽市二色根373　
　　　　　　　☎0238-43-6660
◇宮内支部
　支 部 長　　山水　克美（S38）
　　　　　　　〒992-0472  山形県南陽市宮内3172
　　　　　　　☎0238-47-7055
◇小国支部
　支 部 長　　小林新太郎（S44）
　　　　　　　〒999-1351  山形県西置賜郡小国町大字小国町172
　　　　　　　☎0238-62-2362

◇長井・西置賜支部
　支 部 長　　齋藤　道郎（S42）
　　　　　　　〒993-0035  山形県長井市時庭2306　サンリット化成㈱
　　　　　　　☎0238-88-9632

◇県庁・教育委員会支部
　支 部 長　　山川　秀秋（S53）

◇ニューヨーク支部
＊Director & Gen.Manager:EBE TAKASHI（1959 Grad）
　AD:525 RIVERDALE AVE（Rm5G）YONKERS N.Y
 　10705 U.S.A. 
　Phone：1-914-963-1250（Answering24h working）  
   （FAX:also available）

◎校内同窓会役員
　理　　事　　堀江　昭浩（S54） 原田　知明（S53） 
　幹　　事　　稲村　邦彦（S57） 石黒　宏治（S55） 舩山　洋子 

米沢興譲館同窓会本部・支部

◇東京支部総会に参加してきました。若い卒業生の参加が
少ない現状に同窓会の将来に不安を感じました。小嶋同窓
会長は支部がまとまって力を合わせることが同窓会には大
切であるとおっしゃっています。支部の活動、卒業生の活
躍を紹介し、若い会員に同窓会に少しでも関心を持っても
らえるような会報にしようと心掛けています。「米沢興譲館
同窓会」と入力してホームページもご覧ください。（Ｈ.Ｓ．）

◇前号から会報をリニューアルし、多くの皆さんに原稿を
お寄せいただき充実した紙面になりました。興譲館同窓生
には、本当に各方面で活躍されている方々がたくさんいらっ
しゃることに驚いています。今後も多くの方々を紹介して
まいりますので、各学年の方からも活躍されている同窓生
の情報をお知らせいただければ幸いです。（Ｍ.Ｉ．）

◇母校着任５年目。時が巡っても興譲館の伝統は受け継が
れています。今年11月23日、我が学年も還暦の会を行います。
（Ｔ.Ｈ．）

米沢興譲館同窓会会報編集委員会
委員長／鈴木　　基（S49） 
委　員／磯部　道昭（S44）・原田　知明（S53）・山口みどり（S60）
　　　　横山　昭子（S61）・川島　良範（H6）

◇会報をご覧になり、母校を懐かしんだ方、青春時代の思
い出を探しに米沢を訪れてみませんか。（Ｍ.Ｙ．）

◇今年も同窓生へのインタビューをさせていただきました。
活躍する同窓生の姿を身近で拝見し、とても誇らしい気持
ちになりました。（Ｓ.Ｙ．）

◇毎度執筆いただいております同窓生の皆様に感謝し、多
くの同窓生の方に楽しんでいただけるように期待しており
ます。（Ｙ.Ｋ．）

編集後記
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